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【目的】ユビキノンはイソプレン側鎖を有する化合物であり、イソプレン単位 10 個を有する

コエンザイム Q10 (CoQ10) は、数多くの機能性食品に配合されている。これまでに、環

状オリゴ糖であるシクロデキストリン(CD)の一種である消化性の-CD に CoQ10 を包接さ

せることで、生物学的利用能が向上することが報告されているが、包接複合体の構造に

ついては、これまでにいくつかの報告があるものの、その化学量論比などについて統一

的な結論を得るに至っていない。そこで本研究では、CoQ10 のイソプレン構造に着目し

て、イソプレン構造を有する数種の化合物を-CD に包接させ、その複合体の構造的知

見より、CoQ10 の複合体構造予測に必要となる基礎データを得ることとした。 
【方法】ホスト化合物として-CD を、イソプレン構造を有するゲスト化合物 (イソプレン単

位数)として、geraniol (2)、geranyl formate (2)、farnesol (3)、trans,trans-farnesol (3)、
farnesyl acetate (3)、geranylgeraniol (4)を用いた。-CD と各ゲスト化合物の複合体試料を

共沈法により調製し、複合体試料をもとに結晶試料を調製した。結晶試料について、光

学顕微鏡により外観観察を行い、また、粉末 X 線回折測定により結晶性について検討し

た。さらに、試料を dimethyl sulfoxide-d6 に溶解し、1H-NMR 測定を行うことで-CD とゲ

スト化合物の化学量論比について検討した。 
【結果および考察】粉末 X 線回折測定の結果、いずれのゲスト化合物においても、結晶

試料の回折パターンは、-CD 単体の回折パターンと比較して、異なる回折角に回折強

度を示し、ゲスト化合物は-CD と包接複合体を形成することが確認された。また、光学顕

微鏡による観察の結果、いずれの包接複合体試料からも単結晶を採取できることが確認

できた。さらに、1H-NMR 測定の結果、ゲスト化合物と-CD の化学量論比を得ることがで

き、イソプレン単位と-CD の比率に関する知見を得ることができた。 


